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《題字・森神紫陽》

たくさんのタオル 直川苑関係者と入苑者

花園会女性部お蔭さま運動 
２０年以上続く「おかげさま運動」の一環として、今年も特別養護老人ホーム直川苑へたく

さんのタオルを送りました。
直川苑から立川邦彦施設長さんと入苑者代表の大鶴：久保田弘さん（９２歳）と堂師：廣瀬宏
子さん（７１歳）が出迎えてくれました。
正定寺女性部から飛河浩美事務局さんと戸高タカヨ監査委員さんそれに大竹琴美顧問さんが出
向き、女性部会員から届いたタオルを贈呈致しました。
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臨済宗（禅宗）妙心寺派　正　定　寺　寺　報 ほうりんしょうじゃ
❷

９
月
22
日
（
月
曜
日
）
午
前
11

時
よ
り
恒
例
の
「
山
門
大
施
餓
鬼
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
拝
者
80
名
が
本
堂
に
あ
つ
ら

え
た
施
餓
鬼
棚
に
参
拝
致
し
ま
し

た
。近

隣
の
和
尚
さ
ん
10
名
が
お
見

え
に
な
り
、
本
堂
で
は
独
特
な
施

餓
鬼
経
の
声
明
と
秋
風
に
た
な
び

く
五
色
の
施
餓
鬼
旗
の
音
が
あ
い

ま
っ
て
神
秘
的
な
法
要
と
な
り
ま

し
た
。

法
要
に
は
、
宇
目
小
野
市
の
長

徳
寺
様
・
宇
目
重
岡
の
長
昌
寺

様
・
宇
目
千
束
の
崇
圓
寺
様
・
弥

生
江
良
の
洞
明
寺
様
・
本
匠
因
尾

の
瑞
祥
寺
様
・
弥
生
床
木
の
仙
床

寺
様
・
佐
伯
堅
田
の
天
徳
寺
様
・

佐
伯
龍
護
寺
の
龍
護
寺
様
・
蒲
江

丸
市
尾
の
梅
南
寺
様
・
蒲
江
竹
野

浦
河
内
の
向
原
寺
様
の
各
和
尚
さ

ま
方
の
ご
出
頭
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

今
年
も
二
七
七
戸
の
檀
家
さ
ん
か

ら
五
〇
七
霊
の
戒
名
が
届
け
ら
れ
、

経
中
で
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
今
年
の
施
餓
鬼
案
内
は
、
直

川
・
尾
浦
の
22
地
区
と
寺
院
直

轄
檀
徒
62
名
に
限
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

寺
院
直
轄
（
村
外
扱
い
）
の
方

で
施
餓
鬼
申
込
の
希
望
者
は
毎

年
９
月
１
日
〜
10
日
ま
で
に
正

定
寺
へ
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
随
時
申
込
用
紙
を
お
送
り

致
し
ま
す
。

門 大 施 餓 鬼 会

21日（前日）は施餓鬼準備を女性部の方からご加勢を頂きました

参拝者のみなさま
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平成26年 秋 彼 岸 山

近隣の和尚さま方

参拝者のみなさま
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８
月
１
日
（
金
）
か
ら
８

月
16
日
（
土
）
ま
で
檀
家
さ

ん
の
盂う

蘭ら

盆
棚
経

ぼ
ん
た
な
ぎ
ょ
うが

行
わ
れ

ま
し
た
。

８
月
に
入
る
と
本
堂
・
位

牌
堂
は
お
盆
の
飾
り
付
け
に

な
り
ま
す
。

三
百
十
二
戸
の
檀
家
さ
ん
へ

お
参
り
致
し
ま
し
た
。

又
、
遠
地
で
お
参
り
出
来

な
い
方
や
初
盆
の
檀
家
さ
ん

の
盂
蘭
盆
回
向
は
、
８
月
16

日
午
前
11
時
か
ら
位
牌
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
く
は
広
島
か
ら
大
分
市

や
別
府
市
か
ら
も
お
参
り
が

あ
り
ま
し
た
。

篤
信
の
檀
家
さ
ん
は
、
昔

か
ら
和
尚
さ
ん
の
自
宅
盆
経

が
済
む
と
お
礼
参
り
と
し
て

あ
ら
た
め
て
８
月
12
日
か
ら

15
日
ま
で
に
お
寺
の
本
堂
に

お
参
り
し
て
い
ま
す
。

む
か
し
、
皆
さ
ん
の
ご
両

親
が
お
盆
に
お
寺
に
お
参
り

し
て
い
た
姿
を
思
い
出
す
方

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
で
は
檀
家
さ
ん
の

一
割
程
が
昔
な
が
ら
の
風
習

を
守
っ
て
い
ま
す
。

盆中の本堂

盆中の位牌堂正面には
初盆を迎える新仏の白木が並ぶ

内佛もお盆の飾り付けになります

盆中期間限定で
歴代祖師の頂相や
印可状も荘厳されます

総供養の回向

平成26年 盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

会
え



正定寺 検索

❺
臨済宗（禅宗）妙心寺派　正　定　寺　寺　報 ほうりんしょうじゃ

総
供
養
で
の
焼
香

８
月
16
日
の
総
供
養

（
遠
地
・
初
盆
な
ど
の
お
家
）

本
堂
で
お
茶
を
差
し
上
げ
て

全
て
の
日
程
を

無
事
に
終
え
ま
し
た

《
正
定
寺
花
園
会
役
員
名
簿
》

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
会
計
・
事
務
局

花
園
会
女
性
部
会
計

花
園
会
女
性
部
顧
問

花
園
会
青
壮
年
副
部
長

花
園
会
青
壮
年
副
部
長

花
園
会
青
壮
年
顧
問

《
正
定
寺
花
園
会
地
区
世
話
人
名
簿
》

甲
　
斐
　
照
　
光

小
　
野
　
永
　
生

御
手
洗
　
晴
　
視

安
　
藤
　
廣
　
美

村
　
西
　
栄
　
二
　

飛
　
河
　
浩
　
美

大
　
竹
　
琴
　
美

平
　
井
　
幸
　
司

河
　
村
　
典
　
邦

小
田
木
　
聖
　
孝

内
水
地
区

椛
杭
地
区

岸
の
上
地
区

上
の
地
地
区

細
川
内
地
区

柚
の
原
地
区

黒
岩
地
区

大
鶴
地
区

羽
木
蜷
地
区

神
の
原
地
区

神
栗
地
区

戸
高
　
浅
生

御
手
洗
　
堅

簀
戸
　
寅
夫

小
野
美
智
治

小
野
　
浩
伸

染
矢
　
豊
喜

小
野
　
　
寛

久
保
田
和
博

大
竹
　
正
男

安
藤
　
康
正

武
田
　
敏
秋

市
屋
敷
地
区

堂
師
地
区

野
の
内
地
区

立
長
地
区

中
道
地
区

吹
原
地
区

久
留
須
・
新
中
地
区

竹
園
地
区

江
河
内・道
越
地
区

尾
浦
地
区

柳
井
　
律
子

野
村
　
浩
史

染
矢
憲
一
朗

高
橋
　
忠
男

広
瀬
　
茂
弘

山
内
　
文
男

安
藤
　
秀
明

竹
下
　
　
裕

吉
内
　
良
金

山
本
　
源
義

花
園
会
会
計
監
査
委
員

花
園
会
会
計
監
査
委
員

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

安
　
藤
　
康
　
正

野
　
村
　
浩
　
史

戸
　
高
　
松
　
栄

戸
　
高
　
タ
カ
ヨ

（
乍
勝
手
敬
称
略
）
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11
月
25
日
（
土
）
〜
26
日

（
日
）
に
別
府
亀
の
井
ホ
テ
ル

に
て
「
花
園
地
方
研
修
大
会

と
花
園
会
青
壮
年
部
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

花
園
会
本
部
長
の
鮎
川
搏

道
師
を
迎
え
て
研
修
テ
ー
マ

「
お
か
げ
さ
ま
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
定
寺
か
ら
村
西
栄
二
さ

ん
（
初
代
青
壮
年
部
長
）
と

今
期
か
ら
青
壮
年
副
部
長
に

な
っ
た
河
村
典
邦
さ
ん
（
下

直
見
）
と
青
壮
年
部
員
の
吉

田
真
祐
さ
ん
（
下
直
見
）
が

参
加
致
し
ま
し
た
。

青
壮
年
部
部
員
は
、
平
成

８
年
８
月
30
日
〜
31
日
に
本

山
妙
心
寺
で
行
わ
れ
た
「
花

園
会
青
壮
年
部
研
修
会
」
に

矢
野
薫
（
79
）
さ
ん
と
小
野

美
智
治
（
67
）
さ
ん
が
参
加

し
同
年
の
11
月
17
日
の
教
区

特
別
布
教
大
会
で
報
告
し
た

の
が
最
初
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
18
年
の
「
第

３
回
花
園
会
青
壮
年
部
全
国

研
修
会
」
に
村
西
栄
二
さ
ん

が
、
平
成
19
年
の
「
第
４
回

花
園
会
青
壮
年
部
全
国
研
修

会
」
に
小
田
木
聖
孝
さ
ん
が

参
加
し
て
組
織
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
期
か
ら
20
代
〜
40
代
の

青
壮
年
に
部
員
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
く
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

第
33
回
花
園
地
方
研
修
大
会
及
び

第
15
回
花
園
会
青
壮
年
部
総
会河村典邦さん・村西栄二さん・吉田真祐さん 

現
在
の
本
山
登
録
部
員

＊
花
園
会
青
壮
年
部
部
長

依
頼
中

＊
花
園
会
青
壮
年
部
副
部
長

平
井
幸
司
（
赤
木
34
歳
）

＊
花
園
会
青
壮
年
部
副
部
長

河
村
典
邦
（
下
直
見
28
歳
）

＊
花
園
会
青
壮
年
部
　
顧
問

小
田
木
聖
孝
（
仁
田
原
57
歳
）

＊
花
園
会
会
計

村
西
栄
二
（
赤
木
52
歳
）

＊
花
園
会
青
壮
年
部
部
員

安
藤
博
光
（
赤
木
46
歳
）

＊
花
園
会
青
壮
年
部
部
員

戸
高
直
人
（
仁
田
原
44
歳
）

＊
花
園
会
青
壮
年
部
部
員

廣
瀬
由
樹
（
赤
木
27
歳
）

＊
花
園
会
青
壮
年
部
部
員

吉
田
真
祐
（
下
直
見
27
歳
）

※青壮年部の上限を還暦までと致します。
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11
月
20
日
（
木
）
午
前
10

時
か
ら
12
時
ま
で
佐
伯
市
蒲

江
畑
野
浦
の
福
泉
寺
で
「
平

成
26
年
度
秋
季
特
別
布
教
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
東
教
区
第
２
部
の
18

寺
院
か
ら
80
名
ほ
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
師
に
愛
媛
県
大
洲
市
城

願
寺
住
職
の
五
葉
光
鐵
師
を

迎
え
て
、
本
山
推
進
テ
ー
マ

の
「
お
か
げ
さ
ま
」
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

正
定
寺
か
ら
は
、
女
性
部

の
大
竹
琴
美
さ
ん
と
戸
高
松

栄
さ
ん
に
閑
栖
寺
庭
の
３
名

が
参
加
致
し
ま
し
た
。

掃
き
清
め
ら
れ
た
福
泉
寺

で
山
中
の
正
定
寺
と
は
違
っ

た
潮
風
に
あ
た
り
な
が
ら
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

福泉寺本堂前で
大竹さん・戸高さん・閑栖寺庭・住職

「
研
修
会
に
参
加
し
て
」

佐
伯
市
直
川
下
直
見

河
村
典
邦

先
般
、
10
月
25
日
に
臨
済

宗
妙
心
寺
派
花
園
会
の
研
修

会
に
正
定
寺
様
よ
り
、
初
め

て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
研
修
会
の
中
で
あ
り
ま

し
た
、
講
話
の
題
目
「
お
か

げ
さ
ま
」。私
が
若
い
た
め
か
、

普
段
の
生
活
に
お
い
て
、
あ

ま
り
口
に
し
た
事
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
講
話
の
開
始
ま
で

は
「
お
か
げ
さ
ま
」
と
い
う

単
語
に
は
中
々
受
け
入
れ
に

く
い
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

講
話
よ
り
「
お
か
げ
さ
ま
」

と
は
「
御
蔭
様
」
で
あ
り
、

「
蔭
」
と
言
う
も
の
に
「
様
」

を
付
け
、
更
に
は
「
御
」
を

付
け
た
も
の
で
あ
る
。
私
と

し
て
は
「
お
か
げ
さ
ま
」
と

は
た
だ
単
に
人
を
労
う
為
に

使
う
も
の
と
の
印
象
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で

い
う
「
蔭
」
と
は
何
か
？
な

ぜ
「
様
」
を
付
け
、「
御
」
を

付
け
謙
譲
す
る
の
か
？
す
ぐ

に
講
話
の
中
に
答
え
が
あ
り

ま
し
た
。

蔭
と
は
助
け
で
あ
り
、
支

え
な
ど
、
実
際
に
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
恩
恵
で
あ
る
。

そ
の
恩
恵
に
対
し
て
「
様
」

を
付
け
、
よ
り
感
謝
を
込
め

て
「
御
」
を
付
け
る
。
こ
の

恩
恵
で
身
近
な
存
在
で
あ
る

の
は
父
母
の
恩
で
あ
る
。

そ
の
話
し
を
聞
い
た
時
に

一
番
に
私
が
考
え
て
し
ま
っ

た
の
が
、
昨
年
11
月
に
亡
く

な
っ
た
父
の
事
で
し
た
。
恥

し
い
話
し
で
は
在
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
父
が
亡
く
な
り
、

悲
し
さ
や
寂
し
さ
が
強
く
、

父
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
家

に
あ
ま
り
い
た
く
な
い
な
ど
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
私
が
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の

内
に
「
あ
な
た
の
御
蔭
で
…
」

と
想
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
気

持
ち
で
は
父
に
申
し
訳
な
く
、

父
に
恥
じ
な
い
様
な
生
き
方

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
気
持
ち
が
逃

げ
て
い
る
だ
け
の
私
と
は
違

い
、
実
際
に
近
し
い
人
を
亡

く
し
た
父
と
母
は
私
の
前
で

は
い
つ
も
し
っ
か
り
前
を
見

て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。今

回
参
加
さ
せ
て
頂
い
た

お
か
げ
で
、
父
か
ら
ど
れ
だ

け
支
え
て
も
ら
っ
た
の
か
を

気
付
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
常
に
自
分
の
内

に
「
御
蔭
様
」
を
持
ち
、
感

謝
を
忘
れ
ず
、
今
の
自
分
を

見
つ
め
な
お
し
て
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
研
修
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平
成
26
年
度

秋
季
特
別
布
教

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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❽  

大寒新春大般若会のご案内

大般若理趣分

大
般
若
転
読

平
成
27
年
１
月
20
日
（
火
）
午
前
11
時

よ
り
恒
例
の
大
寒
大
般
若
会
が
営
ま
れ
ま

す
。佐

伯
藩
主
・
毛
利
伊
勢
守
か
ら
賜
っ
た

現
在
地
に
正
定
寺
が
再
建
さ
れ
た
、
元
禄

８
年
（
一
六
九
五
）
に
第
五
世
活
門
和
尚

が
新
春
１
月
16
日
に
法
要
し
た
の
が
正
定

寺
大
般
若
会
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
正
月
20
日
の
大
寒
に
行
わ
れ
、

三
百
年
以
上
の
間
、
厄
除
け
法
要
と
し
て

続
い
て
い
ま
す
。

大
般
若
轉
讀

�
�
�
�

を
終
え
る
と
定
例
檀
信
徒

総
会
も
あ
り
ま
す
。

檀
信
徒
総
会
で
は
百
寿
・
米
寿
・
新
成

人
の
披
露
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
家
族
揃
っ

て
「
般
若
の
風
（
智
恵
）」
を
お
う
け
に
お

参
り
下
さ
い
。

厄
除
け（
厄
年
・
星
祭
り
）の
受
付

平
成
27
年
２
月
４
日
の
立
春
か
ら
平
成
28
年
２
月
３
日
の

節
分
の
間
に
誕
生
日
が
左
記
の
満
年
齢
に
な
る
方
は
厄
年

（
本
厄
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
正
月
・
五
月
・
九
月
」
の
ご
祈
祷
月
に
古
来
よ
り
厄
除

け
法
要
を
行
い
、
特
に
立
春
前
の
正
月
祈
祷
が
そ
の
年
の
厄

払
い
と
さ
れ
盛
ん
に
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

正
定
寺
で
は
、
厄
年
の
星
祭
り
を
１
月
20
日
の
新
春
大
般

若
会
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
本
　
厄
】〈
男
　
子
〉
昭
和
49
年
生
（
満
41
才
）

〈
女
　
子
〉
昭
和
58
年
生
（
満
32
才
）

〈
男
女
共
〉
昭
和
30
年
生
（
満
60
才
）

【
廻
　
厄
】〈
男
　
子
〉
平
成
３
年
生
（
満
24
才
）

〈
女
　
子
〉
昭
和
54
年
生
（
満
36
才
）

〈
男
女
共
〉
平
成
15
年
生
（
満
12
才
）

※
本
厄
の
前
後
の
年
が
「
前
厄
・
後
厄
」
と
な
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

★
星
祭
り
の
申
込

【
本
厄
の
方
】
祈
願
料
は
５，
０
０
０
円
（
手
書
き
木
札
・

御
守
り
・
厄
除
け
餅
込
み
）

前
も
っ
て
お
寺
に
必
ず
氏
名
・
年

齢
の
電
話
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

【
前
後
厄
の
方
】
前
厄
・
後
厄

の
申
込
は
大
般
若
の
前
日
に
お

餅(

一
臼)

を
持
参
し
て
下
さ

い
。
法
要
後
に
御
守
り
を
お
渡

し
致
し
ま
す
。

当
日
は

玄
関
脇
の
部
屋
で

総
代
さ
ん
が

ご
案
内
致
し
ま
す
。
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京
都
か
ら

小
　
野
　
　
潔

（
先
祖
は
神
内
出
身
）

御
檀
家
の
皆
様
、
お
変
わ

り
御
座
い
ま
せ
ん
か
。

私
を
含
め
遠
く
に
住
む
檀
家

は
、寺
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

拝
見
す
る
の
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
年
54
歳
で
京
都
に

８
年
前
か
ら
住
ん
で
い
ま
す
。

高
校
ま
で
福
岡
で
生
活
し
て

大
学
と
社
会
人
で
26
年
間
東

京
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

若
い
頃
は
信
仰
す
る
心
の
余

裕
も
な
く
、
仏
教
や
寺
院
に

特
別
の
関
心
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

10
年
前
に
父
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
は
、
健
康
と
生
活
に

深
い
関
わ
り
が
あ
る
様
に
思

え
、
頻
繫
に
神
社
仏
閣
に
お

参
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
今

年
１
月
に
母
が
亡
く
な
る
ま

で
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
母
が
亡
く
な
っ
た

後
も
そ
の
習
慣
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

京
都
に
転
勤
に
な
っ
た
際

に
、
妙
心
寺
に
も
お
参
り
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
ま
で
観
た
事
の
無
い
、
敷

地
の
広
さ
大
き
さ
に
感
動
し

愕
然
と
し
ま
し
た
。

外
の
世
界
と
は
違
う
「
凛
」

と
し
た
静
け
さ
や
寺
院
の
歴

史
の
重
さ
を
肌
身
に
感
じ
ま

し
た
。

東
京
に
憧
れ
た
大
学
生
活
や

都
会
生
活
の
中
で
、
今
の
現

代
人
が
一
様
に
思
う
の
と
同

じ
よ
う
に
近
代
的
な
ビ
ル
建

築
や
高
層
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

を
優
れ
た
文
化
文
明
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
古
都
の
歴
史
や
寺

院
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
目
に
し
て
い
る
近
代

的
な
も
の
は
心
の
通
わ
な
い

中
身
の
な
い
薄
っ
ぺ
ら
い
も

の
の
よ
う
に
思
え
て
、
何
か

を
勘
違
い
を
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
不
幸
な
事

や
新
し
く
物
事
を
始
め
る
時
、

悩
み
が
あ
る
時
に
は
、
目
に

は
見
え
な
い
何
か
に
仏
様
や

仏
壇
を
通
し
て
手
を
合
わ
せ

る
様
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
寺
院
な
ど
お
参
り
に
行

く
と
、
何
か
不
思
議
に
心
が

落
ち
着
き
ま
す
。

現
代
人
は
私
も
含
め
、
何

か
と
自
己
中
心
に
な
り
、
自

分
が
何
の
た
め
に
生
か
さ
れ

て
い
る
の
か
を
見
失
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

仏
教
を
少
し
で
も
信
仰
す
る

こ
と
が
、
私
た
ち
の
生
活
を

安
定
、
浄
化
さ
せ
、
精
神
的

に
も
健
全
な
人
生
が
送
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
正
定
寺
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
な
ど
を

拝
見
し
、
前
よ
り
一
層
に
身

近
に
感
じ
ら
れ
仏
教
の
信
仰

に
関
心
に
持
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
こ
れ
か
ら

の
若
い
世
代
の
、
一
つ
の
大

き
な
橋
渡
し
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
御
願
い

し
ま
す
。

３
年
ぶ
り
の
忘
年
会
が
12
月
２
日
午
前
11
時
よ
り
直
川

赤
木
「
福
寿
の
郷
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
36
名
が

参
加
し
て
今
年
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第１回目の忘年会

今年の忘年会

花
園
会
女
性
部
忘
年
会
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亡
く
な
っ
た
家
族
や
ご
先
祖
さ

ま
の
追
善

つ
い
ぜ
ん

供
養

く
よ
う

を
年
回
・
年
忌
と

呼
び
ま
す
。

十
王
信
仰

じ
ゆ
う
お
う
し
ん
こ
うや

十
三
仏
信
仰

じ
ゆ
う
さ
ん
ぶ
つ
し
ん
こ
うな

ど
を

元
に
逮た

ん

夜や

法
要

ほ
う
よ
う

か
ら
弔

と
む
らい

上あ

げ
と

さ
れ
る
三
十
三
回
忌
ま
で
の
年
月

日
に
随
っ
て
営
む
法
要
で
す
。

正
定
寺
で
は
五
十
回か

い

諱き

ま
で
を
年

回
区
切
り
と
し
て
い
ま
す
。

五
十
回
諱
を
過
ぎ
た
ご
先
祖
さ

ま
は
、「
○
○
家
先
祖
代
々
」
に

繰
り
込
ま
れ
各
家
で
永
劫

え
い
ご
う

護ま
も

ら
れ

て
い
き
ま
す
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

マ
メ
知
識
そ
の
１

「
法
要
」
と
い
う
言
葉
は
、
故

人
へ
た
む
け
る
経
典

き
よ
う
て
んや

読
経

ど
き
よ
う

内
容

を
歳
月
を
主
に
し
て
表
現
す
る
言

葉
で
す
。

「
法
事
」と
い
う
言
葉
は
、行
事

の
飾
り
付
け
や
営
む
場
所
な
ど
を

主
に
し
て
表
現
す
る
言
葉
で
す
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

マ
メ
知
識
そ
の
２

初
七
日
か
ら
二
七
日
・
三
七

日
・
四
七
日
・
五
七
日
・
六
七
日
・

四
十
九
日
・
百
ケ
日
ま
で
の
計
８

回
を
逮た

ん

夜や(

中
陰

ち
ゆ
う
い
ん)

と
言
い
ま
す
。

一
回
忌
・
三
回
忌
・
七
回
忌
・
十

三
回
忌
・
十
七
回
忌
・
二
十
五
回

忌
・
三
十
三
回
忌
・
五
十
回
忌
の
計

８
回
を
年
回
と
言
い
ま
す
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

マ
メ
知
識
そ
の
３

逮
夜
８
回
と
年
回
８
回
の
合
計

16
回
が
専
ら
故
人
だ
け
の
回
向
を

お
唱
え
す
る
供
養
で
す
。

わ
ず
か
16
回
し
か
な
い
法
要

は
、
遺
族
の
年
齢
を
考
え
る
と
喪

主
が
、
故
人
の
た
め
に
16
回
全
て

を
行
う
の
は
極
め
て
難
し
く
な
り

ま
す
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

マ
メ
知
識
そ
の
４

寺
院
建
立

じ
い
ん
こ
ん
り
ゆ
う

に
関
わ
っ
た
朝
廷

ち
よ
う
て
いや

寺
院
の
住
職
は
、
五
十
・
百
・
百

五
十
・
二
百
と
50
年
毎
ご
と
に

遠お
ん

諱き

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
本
山
で
営
ま
れ
た

花
園
法
皇

は
な
ぞ
の
ほ
う
お
う

の
六
五
〇
年
遠
諱
に
は

正
定
寺
か
ら
37
名
が
参
拝
致
し
ま

し
た
。

平
成
21
年
の
開か

い

山さ
ん

無む

相そ
う

大だ
い

師し

六

五
〇
年
遠
諱
に
も
40
名
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
本
山
の
法
要
に
参
列
し

て
焼
香
致
し
ま
し
た
。

（
Ｑ
）
年
回
を
し
よ
う
と
思
い
ま

す
が
、
希
望
の
日
を
い
つ
ま
で
に

連
絡
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

（
Ａ
）
１
ケ
月
ぐ
ら
い
前
に
は
連

絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
Ｑ
）
ど
の
よ
う
な
連
絡
方
法
が

一
般
的
で
す
か
？

（
Ａ
）
お
寺
に
お
参
り
し
て
直
接

申
し
出
る
檀だ

ん

家か

さ
ん
や
お
手
紙
で

尋
ね
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
現
在
で
は
電
話
や
メ
ー
ル
と

い
っ
た
連
絡
方
法
も
多
く
な
り
ま

し
た
。

（
Ｑ
）
正
式
な
法
要
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？

（
Ａ
）
ま
ず
お
寺
に
お
参
り
し
て

ト
ー
バ
回
向
を
行
い
、
そ
の
後
自

宅
に
和
尚
さ
ん
を
招
い
て
読
経
す

る
の
が
正
式
で
す
。

（
Ｑ
）
自
宅
に
和
尚
さ
ん
を
お
願

い
す
る
ご
法
事
と
施
主
方
が
お
寺

に
お
参
り
す
る
ご
法
事
で
は
ど
ち

ら
が
正
式
で
す
か
。

（
Ａ
）
自
宅
供
養
が
正
式
な
法
要

で
す
が
、
県
外
の
方
や
ご
家
族
が

い
な
い
方
な
ど
は
お
寺
で
す
る
方

も
あ
り
ま
す
。

（
Ｑ
）
自
宅
で
の
法
要
は
、
何
を

準
備
す
れ
ば
良
い
で
す
か
。

（
Ａ
）
仏
壇
に
菓か

子し

・
果
物

く
だ
も
の

・
お

霊
具
膳

り
よ
う
ぐ
ぜ
ん

・
団だ

ん

子ご

な
ど
を
お
供
え
し

て
下
さ
い
。
そ
れ
に
お
墓
参
り
の

「
水
の
華は

な

」
が
必
要
で
す
。

（
Ｑ
）
自
宅
法
要
は
ど
の
く
ら
い

時
間
が
掛
か
り
ま
す
か
？

（
Ａ
）
読
経
と
お
墓
参
り
で
約
１

時
間
ほ
ど
で
す
。

（
Ｑ
）
年
回
の
お
寺
参
り
に
は
、

何
を
準
備
す
れ
ば
良
い
で
す
か
。

（
Ａ
）
必
ず
年
回
の
方
の
位
牌
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
ご
先
祖
さ
ま

へ
の
お
供
え
に
供
菓
子
や
供
果
物

ま
た
献
米

け
ん
ま
い

や
献け

ん

華か

を
お
供
え
致
し

ま
す
。

（
Ｑ
）
お
寺
参
り
を
し
た
場
合
の

自
宅
仏
壇
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

で
す
か
？

（
Ａ
）
ご
家
族
が
行
っ
て
い
た
よ

う
に
自
宅
の
仏
壇
に
も
必
ず
団

子
・
お
霊
具
膳
・
お
花
・
果
物
・

お
菓
子
な
ど
の
お
供
え
は
必
要
で

す
。

（
Ｑ
）
お
寺
参
り
の
服
装
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

（
Ａ
）
ほ
と
ん
ど
が
礼
服
（
喪
服
）

で
す
。

年
ねん

回
かい

・年
ねん

忌
き

の意味

法事の仕方Q＆A




